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通期連結業績予想と実績値との差異並びに 
剰余金の配当（増配及び上場 10周年記念配当）に関するお知らせ 

 

 2025年５月12日に公表いたしました2026年３月期通期連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じま

したので、下記の通りお知らせいたします。また、本日開催の取締役会において、2026年3月31日を基準日

とする剰余金の配当（増配及び上場10周年記念配当）を行うことについて決議しましたので、併せてお知ら

せいたします。 

 

記 

 
１．2026年３月期通期連結業績予想と実績値との差異 

（1）2026年３月期通期連結業績予想と実績値との差異（2025年４月１日～2026年３月31日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 24,464 405 594 417 122円38銭 

実績値（B） 26,921 504 725 557 162円92銭 

増減額（B-A） 2,456 98 130 139 － 

増減率（％） 10.0 24.3 21.9 33.5 － 

（ご参考）前期実績 

（2025年３月期） 
25,012 559 757 527 154円78銭 

 

（2）差異が生じた理由 

日用品事業、土木建設資材事業が苦戦する中、当社グループの主たる事業である化学品事業が牽引し、

国内主要得意先からの受注が堅調であったことと天然油脂相場価格を含む原材料価格が上昇基調となり、

販売価格の転嫁に努めたことで、売上、利益の増加に繋がり、業績予想を上回る結果となりました。 

また、過去からの安定的な業績の推移、当期の業績及び今後の業績見通し等を踏まえ、繰延税金資産の

回収可能性について慎重に検討した結果、2026年３月期において繰延税金資産を追加計上し、法人税等調

整額（益）を計上いたしました。 

 

 

 



２． 剰余金の配当（増配及び上場10周年記念配当）について 

（1）配当の内容 

 決定額 直近の配当予想 

（2025年５月12日公表） 

前期実績 

（2025年３月期） 

基準日 2026年３月31日 同左 2025年３月31日 

１株当たり配当金 46円 

（普通配当 41円） 

（上場10周年記念配当 ５円） 

39円 39円 

配当金総額 157,521千円 ― 133,024千円 

効力発生日 2026年６月26日 ― 2025年６月27日 

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

(2) 理由 

  当社は、長期的な視野に立ち、業績の向上に努めるとともに将来の事業展開のために必要な内部留保を 

確保しつつ、普通配当については株主の皆様に安定した配当（累進配当）を継続して実施していくことを 

基本方針とし、過年度における1株当たり配当額を基礎に、親会社株主に帰属する当期純利益に対して25％ 

以上の配当性向を目標としております。 

2026年３月期の期末配当金につきましては、1株当たり39円を予想していましたが、上記の基本方針 

 と当期の業績等を総合的に勘案した結果、2026年３月期の期末配当予想を直近の予想から２円増配し、1株 

当たり41円とすることを決定いたしました。 

また、当社は2026年３月に上場10周年を迎え、株主の皆様からの日頃のご支援にお応えするため、1株

当たり５円の記念配当を実施することとしました。 

以上により、2026年３月期の1株当たり年間配当金は、46円となり、配当性向は28.2％となります。 

なお、本件につきましては、2026年６月25日開催予定の第66期定時株主総会に付議する予定であります。 

 

（ご参考）年間配当金の内訳 

 １株当たり年間配当金 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

当期実績 0円 46円 46円 

前期実績 

（2025年３月期） 
0円 39円 39円 

 

 

 

 

以上 

 


